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昭
和
五
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二
年
十
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月
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

富
士
川
の
護
岸
整
備
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

保 
利 

 

茂
殿 

 

提 

出 

者 
 

鈴 

木 
 

強 

 

一 

 



 

し
か
し
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
下
と
山
梨
県
西
八
代
郡
下
部
町
波
高
島
地
区
等
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る 

 

両
岸
住
民
に
と
り
ま
し
て
、
尊
い
人
命
と
財
産
を
守
つ
て
く
れ
る
の
は
堤
防
で
す
。
こ
の
唯
一
の
堤
防
が
既
に
老 

 
 

朽
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
無
堤
防
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
三
大
急
流
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
富
士 

 
 

川
の
出
水
時
期
に
は
、
夜
も
眠
ら
れ
ず
住
民
は
大
き
な
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

よ
つ
て
護
岸
整
備
を
促
進
し
て
両
岸
住
民
の
不
安
を
一
日
も
早
く
除
去
し
て
頂
き
た
く
、
次
の
こ
と
を
質
問
い 

 
 

た
し
ま
す
。 

建
設
省
甲
府
工
事
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
危
険
箇
所
三
十
九
箇
所
を
重
要
水
防
箇
所
に
指
定
し
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
住
民
の
悲
願
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

富
士
川
の
護
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
種
々
御
配
慮
を
頂
い
て
お
り
ま
し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

富
士
川
の
護
岸
整
備
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
一 
老
朽
化
し
た
堤
防
の
整
備
と
無
堤
防
地
区
の
堤
防
新
設
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
か
。
特
に
西
八
代 

 

郡
下
部
町
波
高
島
（
左
岸
）
、
南
巨
摩
郡
富
沢
町
万
沢
播
磨
（
右
岸
）
、
同
町
福
士
切
久
保
（
右
岸
）
、
南
部
町
北
坂 

 
 

（
右
岸
）
、
同
町
小
田
船
（
左
岸
）
、
身
延
町
丸
滝
（
左
岸
）
、
同
町
米
倉
（
左
岸
）
、
同
町
上
・
下
大
島
（
左
岸
）
、
中

富
町
宮
木
小
田
原
（
左
岸
）
、
同
町
切
石
（
右
岸
）
、
鰍
沢
町
箱
原
（
右
岸
）
、
同
町
鹿
島
（
左
岸
）
以
上
の
地
域
は
緊

急
を
要
す
る
地
区
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
年
次
別
整
備
着
工
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
頂
き
た
い
。
も
し
計
画 

 
 

が
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
は
何
か
。 

二 

特
に
西
八
代
郡
下
部
町
波
高
島
地
区
と
そ
の
下
流
の
身
延
町
米
倉
、
上
大
島
、
下
大
島
の
各
地
域
は
、
現
在 

 
 

砂
利
採
取
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
川
床
が
下
が
つ
て
い
る
た
め
老
朽
化
し
た
堤
防
で
も
何
と
か
持
ち
こ
た
え 

 

て
い
ま
す
が
、
老
朽
化
が
ひ
ど
い
の
で
最
優
先
に
整
備
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

 


